
全
国
で
市
町
村
合
併
へ
の
動
き
が

速
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
山
市
で
は
、

「
広
報
た
か
や
ま
」
で
４
回
に
わ
た

っ
て
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、
説
明
会

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
町
村
が
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
行
っ
て
、
そ
の
責
任
を

負
う
時
代
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
市

町
村
の
担
当
す
る
仕
事
が
ま
す
ま
す

増
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
処
理
・
交
通
・
地
域
防
災
の
対
策

や
、
複
雑
高
度
化
す
る
事
務
に
対
応

す
る
た
め
の
専
門
職
員
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
単
位

で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
少
子
化
に
よ
り
飛

地
域
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
人
口
の

減
少
と
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
十
分
な
財
源
確
保
が

で
き
る
の
か
と
い
う
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
処
す
る
た
め
、
合
併

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化

な
ど
を
図
り
、
高
い

「
自
治
能
力
」
を
持
っ

た
自
治
体
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

「
合
併
推
進
協
議
会
」
は
、
合
併

を
行
う
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
合
併

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協
議
を

行
う
組
織
で
す
。
今
回
発
足
し
た
協

議
会
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
い
な

い
「
任
意
」
の
協
議
会
で
、
各
市
町

村
の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

合
併
に
関
す
る
基
本
的
事
項
や
将
来

の
都
市
構
想
に
関
す
る
事
項
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
で
基
本
的
な
こ
と
に

つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
各
市

町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
、「
法
定
」

の
協
議
会
を
設
立
し
、
合
併
後
の
市

政
の
基
本
方
針
と
な
る
「
市
町
村
建

設
計
画
」
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
に
新
し
い
市
制
を

ス
タ
ー
ト
し
よ
う
す
る
場
合
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

４
月
８
日
か
ら
５
月
２
日
ま
で
、

12
会
場
に
お
い
て
「
市
町
村
合
併
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
長
・
助
役
の
説
明
後
、
皆
さ
ん

か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見
が
出
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
次
号
以
降
で
も
順

次
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

‡

問

ど
の
町
村
も
財
政
的
に
苦
し
い

状
況
だ
が
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
合

併
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ

か
？

答

高
山
市
の
人
口
は
将
来
５
万
人

程
度
に
ま
で
減
少
し
、
単
独
で
の

行
政
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
合
併
す
れ
ば
交
付

税
が
長
期
的
に
保
障
さ
れ
、
合
併

特
例
債
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
「
体
力
」

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
町
村
は
多
く
の
借
金

を
し
て
い
る
が
、
国
な
ど
か
ら
半

分
ほ
ど
が
補
て
ん
さ
れ
る
よ
う
な

有
利
な
借
金
も
多
く
、
高
山
市
が

町
村
の
借
金
を
か
ぶ
る
よ
う
な
状

況
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

‡

問

税
金
が
高
く
な
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い

か
？

答

行
政
水
準
は
、
原
則
と
し
て
下

げ
な
い
方
向
で
協
議
を
進
め
る
。
水

準
を
上
げ
る
場
合
で
も
、
税
負
担

は
変
え
ず
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

首
長
や
議
員
、
職
員
な
ど
を
減
ら

し
た
分
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
あ
て
て
い
く
。

市
町
村
合
併
は
、
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
の
質
問
や
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま

で
に
「
広
報
た
か
や
ま
」
に
掲
載
し

た
記
事
や
市
内
12
会
場
で
実
施
し
た

説
明
会
の
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
市
町
村
合
併

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
発
言
で
き
る

場
と
し
て
「
掲
示
板
」
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
企
画
課
（

35
―
３

１
８
４
・

35
―
３
１
８
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ｈｔｔｐ
://ｗ
ｗ
ｗ
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．ｊｐ
/

驒

5月31日は、固定資産税・都市計画税第1期の納期限です
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５
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
行
政
相
談

の
制
度
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
の
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
特
殊
法
人
の
仕
事
、
ま
た
、
国
が
県
や
市
町
村
に
依

頼
し
た
り
補
助
金
を
交
付
し
た
り
し
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ

の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
小
谷
義
雄
さ
ん
と
水
木
千
昭
さ
ん
の
２
人
で

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
先
　
総
務
課
（

35
―
３
１
３
３
）

武
者
人
形
や
こ
い
の
ぼ
り
な
ど
を
展
示
し
て
、
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
「
第
４
回
飛

高
山
端
午
の
節
句
」

が
、
６
月
５
日

ま
で
市
内

各
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
場
所
は
、
飛

の
里
、

古
美
術
店
、
商
店
、
ホ
テ
ル
な

ど
51
カ
所
で
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
市
役
所
や
駅
前
観
光
案

内
所
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
（
一
部
の
観
光
施
設
は
入
館
料
が
必
要
）。

▼
問
合
先
　
観
光
課
（

35
―
３
１
４
５
）

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

流
通
産
業
施
策
の
基
礎
調
査
と
な
る
も
の
で
す
。
５
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
企
画
課
（

35
―
３
１
３
１
）

驒

（水）

驒

高山市・大野郡・吉城郡の首長などで構成する「飛 地域合併推進協議会」が５月13日に発足

しました。市町村合併は避けて通れない課題であり、枠組みや合併の方法などについて決めなけ

ればならない重要な時期を迎えています。

市は､飛 地域の中心都市として、他の町村の考え方も十分に考慮しながら、皆さんとともに

合併について検討し、「新しい時代のまちづくり」を進めていきます。

「
行
政
相
談
」
を
ご
存
じ
で
す
か

第
４
回
飛

高
山
端
午
の
節
句

第918号

平成14年（2002年）�

広 報�

５月１日�

現在の人口�
（前年対比）�

総人口   67,515�
　男　   32,354�
　女　   35,161�
世帯数   24,836

（＋360）
（＋225）
（＋135）
（＋381）

次
の
皆
さ
ん
が
、
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
勲
六
等
単
光
旭
日
章�

堀
之
内 

七
衛
さ
ん
（
69
）＝
三
福
寺
町

消
防

功
労（
元
高
山
市
消
防
団
長
）

◎
黄
　
綬
　
褒
　
章�

木
村 

弘
さ
ん
（
87
）＝
上
岡
本
町
３

業
務
精

励
功
績（
菓
子
製
造
販
売
会
社「
音
羽
屋
」会
長
）

「
市
町
村
合
併
」
は

な
ぜ
必
要
か
？

今
後
の
進
め
方
は
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
板
を
新
設

合
併
説
明
会
で

多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た

質
疑
応
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

平成14年
5 月　任意の合併推進協議会設置
9 月　各市町村議会（法定の合併協議

会設置の議決）
10月　法定の合併協議会設置

平成15年
合併後の市政の基本方針となる「市町村
建設計画」策定へ向けて議論

平成16年
3 月　合併協定書締結
6 月　市町村議会（合併の議決）
7 月　知事へ申請
9 月　県議会（合併の議決）
11月　総務大臣告示（官報）

平成17年
3 月　新しい市制のスタート

県が示している
市町村合併のスケジュール（案）

説明会で市長の説明を聞く皆さん

合併特例法の期限内で合併し、平成17
年3月に新市制がスタートする場合




